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ち
さ
と 

ハ
リ
ヨ
っ
子 

ど
ん
な
お
正
月
を
お
迎
え

で
し
ょ
う
か
。
厳
し
い
世
界

情
勢
、
社
会
状
況
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
い
や
、
そ
ん
な

世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
家
内

安
全
、
無
病
息
災
を
願
う
の

で
し
ょ
う
▼
「
去
年
今
年
（
こ

ぞ
こ
と
し
）
貫
く
棒
の
如
き

も
の
」
高
浜
虚
子
の
有
名
な

句
で
す
。「
貫
く
棒
」
に
は
人

そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
時
間
、
自
然
の

摂
理
、
信
念
、
平
和
、
愛
、
家

族
の
絆
…
…
。
し
か
し
、
虚
子

が
ど
う
思
っ
た
か
で
は
な

く
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
貫
く

棒
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
が

大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
▼

「
貫
く
棒
」
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
や
は
り
正
月
は
一
つ

の
区
切
り
。「
貫
く
棒
」
が
細

く
な
っ
て
い
た
り
、
違
う
方

向
を
向
い
て
い
た
り
す
る
こ

と
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
振
り
返
り
、
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
き
る
の
が
、
正
月
な

の
だ
と
思
い
ま
す
▼
自
分
に

も
、
自
分
の
身
の
回
り
に
も
、

そ
し
て
こ
の
表
佐
に
も
心
配

事
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
。
で

も
、
正
月
こ
そ
、
お
屠
蘇
（
と

そ
）
気
分
で
、「
貫
く
棒
」
を

確
か
め
て
み
る
の
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

１
．
防
災
な
ど
の
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
と
福
祉
の
推
進
。 

２
．
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
。 

３
．
青
少
年
の
健
全
な
育
成
や

自
主
性
の
涵
養
を
支
援
。 

４
．
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の

活
性
化
を
目
指
す
。 

５
．
郷
土
の
伝
統
・
文
化
と
共

生
で
き
る
表
佐
を
目
指

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
表
佐
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
事
業
に
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

  

当
会
は
郷
土
の
絆
を
深
め
、

連
携
を
強
く
し
、
地
区
の
課
題

を
克
服
す
る
地
区
内
団
体
総
意

の
組
織
で
す
。
具
体
的
な
活
動

と
し
て
、 

「まちづくりセンターとして」 

表佐まちづくり協議会  
会 長  桑 原 良 樹 

 

 

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り 
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「安心安全なふるさと」表佐を
めざして 

表佐地区連合自治会  
会 長  松 原 義 範 

 

 

す
。 

６
．
ホ
タ
ル
の
里
や
水
田
景
観

な
ど
環
境
保
全
を
目
指

す
。 

 

等
々
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業

を
通
し
て
、
世
代
間
交
流
を
進

め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
郷
土
表
佐
は

人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化
が
進

む
こ
と
が
身
近
な
課
題
と
な

っ
て
参
り
ま
す
。
新
年
に
当
た

り
、
「
表
佐
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
の
手
で
」
と
い
う
意
識
で
、

各
種
事
業
を
推
進
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
一

層
の
ご
参
加
と
、
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
慣
例
行
事
の
美

化
デ
ー
、
同
胞
碑
、
殉
国
碑
例

祭
、
『
町
へ
の
要
望
書
』
作
成
、

常
夜
燈
例
祭
、
表
佐
祭
な
ど
連

合
自
治
会
の
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
６
月
に
大
門
川

悪
臭
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
、
町
と
Ｔ
企
業
様
と
の

間
で
解
決
に
向
け
て
の
『
協
定

書
』
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
６
月
、
交
通
事
故
が
心
配

さ
れ
る
十
字
路
に
つ
い
て
は
、

点
滅
信
号
に
よ
る
交
通
量
の

調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
踏
ま

え
町
・
警
察
な
ど
に
「
改
善
策
」

を
提
案
で
き
ま
し
た
。
表
佐
祭

で
は
「
法
被
」
を
新
調
し
着
用

す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の
祭

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
し
、
１１
月

に
表
佐
保
育
園
周
辺
で
行
わ

れ
た
「
夜
間
消
火
訓
練
」
に
は

多
数
の
自
治
会
長
さ
ん
が
参

加
さ
れ
、
防
火
を
は
じ
め
「
安

心
安
全
の
意
識
」
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。 

 
私
た
ち
自
治
会
長
１８
名
は

今
年
３
月
ま
で
の
任
期
を
全

力
で
全
う
す
る
所
存
で
す
。
今

年
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

表佐まちづくり協議会のホーム

ページを大幅リニューアルしまし

た。詳しくは中のページをご覧下

さい。 

 
相川右岸から高田橋と日の出 
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園児の作品 

手芸・陶芸・竹華炭 

文化祭 
２０１７ 

表佐地区文化祭が、１１月２６日

（日）表佐地区まちづくりセンター

と表佐小学校体育館を会場に開催

されました。 

陶芸や手芸、絵手紙、農産物など

の出品物や、謡や踊り、演奏などの

芸能の文化に触れることができま

した。 

家族連れが多く、中には「やっと

かめやなあ」と久しぶりの再会に話

が弾んでいる姿が見られました。 

絵画・寄せ植え 

小学生による 

表佐太鼓踊り 

民踊健康クラブ 

フォークカナデーテ 

リサイクルバザー 

小学生の作品 

子供会育成会 

箏クラブ・

千寿会 

チェリークラブ 

謡曲クラブ 

さくら草クラブ 

ちさと子ども教室 

農産物展 

アグリバザー 

第一千里会 

あざみの会 

第二千里会 

商工会バザー 

茶席 

農産物バザー 

交通安全コーナー 

絵手紙 

体育推進員会 

手芸 

６０Ｇ＆Ｈ 

写真 
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表佐に関係するお
知らせを載せます。 

表佐の風物、出来
事など、写真歳時
記を目指します。 

連合自治会に関係
するお知らせです。 

表
佐
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

広
報
「
ち
さ
と
」
の
最
新
号
と

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。 

スポーツ少年団の
活動の紹介です。 

表佐の歴史につい
てのページです。 

表
佐
太
鼓
踊

り
の
ペ
ー
ジ

で
す
。 

まちづくり協議会の会議の予
定のみではなく、表佐に関係
するできるかぎりの予定を載
せていきます。 

ど
の
曜
日
の
、
ど
の
時
間
帯
の
、
ど
の
部

屋
が
空
い
て
い
る
か
確
認
で
き
ま
す
。 

まちづくりセンタ
ーの利用料金等が
載っています。 

ハリヨ・ほたるの
ページです。 

まちづくりセンタ
ーでの講座・教室の
案内や様子です。 

まちづくりセンターやまちづくり協議会のことだけではなく、「道直
しはいつだった？」「この前の回覧何だった？」と「表佐のことならこ
こを見れば分かる！」というページを目指します。 
「表佐まちづくり協議会」で検索してみてください。携帯電話から

でも見られます。 

実際のホームページは、この紙面と一

部異なることがあります。 
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行事・講座・教室名 

実 施 日 時 間 場 所 

表佐地区ドッジボール大会 今年度最後の体推行事です 

１月１４日（日）  9:00～12:00 表佐小体育館 

ちさと子ども教室 おいしいおかしができるかな？ 

１月２０日（土）低学年 

１月２７日（土）高学年 

9:30～12:30 

9:30～12:30 

表佐まちセン 

表佐まちセン 

男性料理教室 男子厨房に入るべし 嫁さんに任せられない？ 

１月２１日（日） 10:00～12:30 表佐まちセン 

表佐地区青少年健全育成地区民大会  

小中学生やスポーツ少年団の発表をご覧下さい。 

２月２４日（土） 10:00～12:00 表佐まちセン 
 

 

１・２月の行事・講座 
世
界
最
古
の
演
劇
で
あ
り
、
世

界
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

て
い
る
能
。
謡
曲
は
、
そ
の
能
の

い
わ
ば
台
本
で
あ
り
、
台
本
を
謡

（
う
た
）
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

結
婚
式
で
の
「
高
砂
や
～
こ
の

浦
舟
に
帆
を
上
げ
て
～
」
は
ご
存

じ
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
れ
が
謡
曲
で
す
。
謡
曲
ク
ラ
ブ

の
方
々
は
「
観
世
流
」
で
、
全
部

で
２１０
曲
あ

る
そ
う
で

す
。 そ

の
中

に
登
場
す

る
の
は
、

源
義
経
、

小
野
小
町

な
ど
多
数

い
ま
す
。

在
原
業
平

も
登
場
し

ま
す
。 

ク
ラ
ブ
紹
介 

歴
史
の
贈
り
物
―
謡
曲 

謡
曲
ク
ラ
ブ 

 

１・２月の休館日 

１月 １日（月） 
    ～  
   ５日（金） 
   ９日（火） 

１６日（火） 

２３日（火） 

２８日（日） 
３０日（火） 

 

け
で
な
く
、
役
を
演
じ
る
難
し
さ
と
お
も

し
ろ
さ
、
仲
間
と
一
つ
の
世
界
を
作
り
出

す
喜
び
が
あ
り
、
独
特
の
発
声
で
声
を
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
も
良
い
謡
曲

で
す
。 

１２
月
３
日
（
日
）
第

６０
回
不
破
郡
剣
道
大
会

が
、
関
ケ
原
町
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
佐

剣
道
少
年
団
は
、
団
体

戦
、
個
人
戦
に
お
い
て
善

戦
健
闘
し
ま
し
た
。 

が
ん
ば
る
表
佐
の
子 

表
佐
野
球
少
年
団 

表
佐
剣
道
少
年
団 

２月 ６日（火） 

  １３日（火） 
  ２０日（火） 
  ２５日（日） 
  ２７日（火） 

 

１２
月
３
日
（
日
）
恒
例
の

表
佐
野
球
少
年
団
親
子
野
球

を
行
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
チ
ー
ム
と
子
ど
も

チ
ー
ム
で
対
戦
し
ま
し
た
。 

去
期
」
で
の
町
と
し
て
、
地
区
と
し
て
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
の
後
、
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ

ェ
イ
ア
ラ
ー
ト 

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
サ
イ
レ
ン
を
使
っ
た
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
予
告
な
し
だ
っ
た
た
め
、
参
加

さ
れ
た
方
は
戸
惑
い
が
大
き
か
っ
た
の
で

す
が
、「
避
難
し
て
下
さ
い
」
と
の
言
葉
に
、

そ
れ
ぞ
れ
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
た
。
机

の
下
に
も
ぐ
る
人
、
部
屋
か
ら
出
て
行
く

人
、
様
々
で
し
た
。
そ
の
後
、
県
庁
の
危
機

管
理
政
策
課
長
か
ら
、
ど
ん
な
行
動
を
と

れ
ば
よ
い
の
か
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
般
の
方
を
対
象
に
し
た
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ

結
構
接

戦
の
１
点

を
争
う
好

ゲ
ー
ム
で

し
た
。 

１２
月
１０
日
（
日
）
表
佐

地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
、「
防
災
講
座
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

先
月

１２
月
に
全
面
改

訂
さ
れ
た
「
垂
井
町
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

つ
い
て
、
町
の
企
画
調
整

課
か
ら
「
事
前
」「
初
動
期
」

「
展
開
期
」「
安
定
期
～
撤

Ｒ
Ｔ
で
の
避
難
訓
練
は
、
岐
阜
県
で

は
、
初
め
て
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
新
聞
社
の

取
材
も
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま

し
た
。 

表
佐
地
区
と
し
て
、
大
き
な
災
害

に
対
し
て
ど
う
態
勢
を
整
え
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
で
す
。 

古
典
に
親
し
み
、
昔
の
人
の

生
き
方
に
思
い
を
は
せ
る
だ


